
第１回 新潟駅交通結節機能強化検討委員会
－これまでの取り組み－

令和元年７月８日（月） 午前１０時～

新潟市役所本館６階 第３委員会室

資料２
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新潟駅交通結節機能強化検討委員会

１．市内中心部における取り組み

信濃川

新潟西港

市役所

白山駅

県庁
JR越後線

JR信越本線

JR白新線

新潟バイパス

ミズベリング

新潟駅

古町活性化の取り組み
都心部

・古町７番町地区（大和跡地）再開発事業
（市役所の一部移転予定）

・西新道９の石畳化
・西堀ローサの市道化 など 都心軸

新潟駅周辺整備事業

新潟西港へ寄港するクルーズ船

万代島旧水揚場上屋（大かま）

基
幹
公
共
交
通
軸

新幹線・在来線乗り換えホーム（JR提供）

新潟駅万代広場完成イメージ 2



南口広場脇
再開発完了

鉄道高架全線切換

高架駅第一期開業・踏切除却

南口広場完成

万代広場完成高架下交通広場完成

※乗り換えイメージを表したものであり、実際の状況とは一部異なります

２-１．新潟駅周辺整備のスケジュール

新潟駅交通結節機能強化検討委員会

JR提供
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高架化した駅直下にバスターミナルを整備することにより、鉄道とバスの
乗り換え利便性が高まるとともに、駅南北を結ぶ基幹公共交通軸を形成。

高架化事業と一体的に駅前広場を整備す
ることにより、駅周辺の新たなにぎわいを創
出するとともに、新潟駅の拠点化が進むこと
で民間投資の誘発にも期待。

立体交差道路として、2019年度に
新潟鳥屋野線を供用し、順次、そ
の他の道路を整備することで南
北市街地の一体化を進める。

踏切除却により、踏切事故が無くなるとともに交通混雑
の緩和が図られた。また、新幹線と在来線の「のりかえ
ホーム」の供用により、乗り換えの利便性が向上した。

新潟鳥屋野線のイメージ

基幹公共交通軸の形成

公共交通結節機能の強化南北市街地の
一体化

高架下交通広場のイメージ

万代広場のイメージ

新潟駅の拠点性向上

新たなにぎわいの創出

新潟駅

踏切除却による安全性と利便性の確保

東北日本海側との連携による日本海国土軸の強化

新幹線と在来線の
「のりかえホーム」のイメージ

除却する前の
米山踏切の様子

新潟駅は2018年4月に
高架駅第一期開業を迎
え、今後は2021年度頃
の全面開業を目指して、
高架化事業を推進

2023
年度頃

2022
年度頃

2019
年度

2018年4月 新潟駅高架駅第一期開業

高架駅の様子

万
代
広
場

基幹公共交通軸

ＪＲ越後線

米山踏切
（廃止）

天神尾踏切
（廃止）

(都)出来島上木戸線

(都)駅南線

(

都)

新
潟
駅
西
線

(

都)

新
潟
鳥
屋
野
線

(

都)

弁
天
線

(

都
）
万
代
島
ル
ー
ト
線

（
国
道
7
号
栗
ノ
木
バ
イ
パ
ス
）

ＪＲ信越本線
ＪＲ白新線

(

都)

新
潟
駅
東
線

(

都)

明
石
紫
竹
山
線

高架下交通広場
新幹線・在来線
同一ホーム乗り換

え

万代広場

南口広場

新潟駅

日本海側の拠点にふさわしい都市機能の強化に向けて、鉄道在来線の高架化や
幹線道路、駅前広場等の都市基盤をはじめとした、駅周辺市街地の総合的な整備を図る。

新潟駅付近 鉄道高架化事業

↓
 

東
京

柏
崎↓

↑
 

長
岡

山
形
・
秋
田

＜ 凡 例 ＞ 整備中 整備完了
鉄道高架化

立体交差道路整備
関連幹線道路整備
駅前広場整備

Ｊ
Ｒ
新
潟
支
社
ビ
ル 高架下交通

広場整備

万代広場
拡張整備

新潟駅交通結節機能強化検討委員会
２-２．新潟駅周辺整備の概要
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新潟駅交通結節機能強化検討委員会

２-３．新潟駅周辺整備と近年の開発動向

ＪＲ越後線

米山踏切
（廃止）天神尾踏切

（廃止）

(
都)
新
潟
駅
西
線

(

都)

新
潟
鳥
屋
野
線

(

都)

弁
天
線

(

都
）
万
代
島
ル
ー
ト
線

（
国
道
7
号
栗
ノ
木
バ
イ
パ
ス
）

ＪＲ信越本線
ＪＲ白新線

(

都)

新
潟
駅
東
線

(

都)

明
石
紫
竹
山
線

高架下交通広場新幹線・在来線
同一ホーム乗り換え

万代広場

南口広場

新潟駅

↓
 

東
京

柏
崎↓

↑
 

長
岡

山
形
・
秋
田＜ 凡 例 ＞ 整備中 整備完了

鉄道高架化
立体交差道路整備
関連幹線道路整備
駅前広場整備

新潟駅付近 鉄道高架化事業

(都)出来島上木戸線

(都)駅南線

【新潟駅周辺の開発動向】
中心市街地活性化基本計画
重点活性化地区
完了・建設中・計画中の主な建物

①

②

①

②

共同住宅ほか（18F、326戸、2018年完成）

マルタケビル（9F、2020年完成予定）
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新潟駅交通結節機能強化検討委員会
３．新潟駅周辺の自動車交通量

（１）新潟鳥屋野線一部供用による交通量の変化
新潟鳥屋野線一部供用により、
南北交通量が１．３倍に増加

〔事業概要〕

事業区間 中央区八千代１丁目～中央区米山

延 長 ８１９ｍ

幅 員 ３０ｍ（４車線・歩道・自転車道・植樹帯）

事業期間 ２００６年度 ～ ２０１９年度（予定）

【主な取り組み】

◎電線類の地中化
・良好な景観形成
・都市防災の向上

◎自転車道の整備
・自転車や歩行者の
安全性、利便性の確保

整備イメージ
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自動車（合計） 朝＋夕4h交通量

旧天神尾朝 旧天神尾夕 旧米山朝 旧米山夕 鳥屋野線朝 鳥屋野線夕

3,372 3,386

4,236

（踏切除却前） （踏切除却後） （鳥屋野線開通後）

【合計】

約1 .3倍に増

（125％）

【旧踏切】

半数以下に減

（43％）

自動車 朝＋夕４ｈ（7:00～9:00，17:00～19:00）交通量6



新潟駅交通結節機能強化検討委員会
４．高架下交通広場

交通広場へ

交通広場へ

万代広場へ

南口広場へ

駅舎内
改札口へ

バス乗降場全体イメージ

新潟駅２階の鉄道改札口と
バス乗降場は１本の動線で結ばれます

新潟駅の南北横断

24時間地平レベルでの南北横断が

可能になります

バス乗降空間イメージ

高架下のバス乗降場は
天候に左右されないバス待ち環境

バス乗降・歩行者空間（万代広場側）

バス乗降・歩行者空間（南口広場側）

バス停 7



新潟駅交通結節機能強化検討委員会
５．万代広場

万代広場の整備イメージ
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新潟駅交通結節機能強化検討委員会
６．万代島ルート線

都
市
計
画
道
路

万
代
島
ル
ー
ト
線
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